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中国安徽省 ・寿県における大気境界層観測

一熱収支インバ ランス に関する検討
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1．はじめ に

　平坦で水平
一
様な地表面上 でさえも，渦相関法に より得られた潜熱フラ

ッ クス と顕熱 フラックス の 和 （乱流エ ネ ル ギーの和）が 有効エ ネル ギー
に

対して 過 小評価となる、い わゆ る熱収支イン バ ラン ス 問題が観 測的研究

において 顕在化してい る．一方，LES （tange　E〔鞠 Simuhbn）を用 い た幾

つ か の モデル 的研究は，大気境界層内の組織 的な乱流構造が 系統的に

熱 収支インバ ランスを生じさせると報告してい る（例 えば神田 ら，2002i 渡

辺・神田，2〔｝02），

　本 研究で は，平坦で比較的水 平
一

様な中国安徽省・寿県地域に おい て

舌1流プラ ンクスを含む 大気境界 層観 測 を行い，LES を用いて得 られた 結果

と同様な結果が，実際 の 観測からも同 じように得 られるかどうかにつ い て

検討を行っ た，本発表で は特に，熱収支イ ンバ ランスと地表面状態や 大気

境界層構造との 関係につ い て 報告する．

2．観測およびデ
ー
タ

　本研究で は，2004 年 5 月 25 日か ら ア月 16 日に か けて，安徽省・寿県気

象 局 （E116D　 29
’
、　 N34

°
19
’
）に お い て 行 っ た LAPSICREst （Lowver

Atrnosphere　and 　PreciPltation　Sti」dゾ〆CREST ）集 中観測デ
ー

タを使用した ．

　 観測期間中の 自動 観i溟1頤 目は，IMnd　ProfIer　Radar（住友電工社・製造）

を用い た 大 気境界層と対流圏下部 内に お け る 3 次元 風速の鉛直分 布，放

射センサーとフ ラックス セン サ ーを用 い た 上 向き お よび 下 向きの 短波放

射量・髭皮放射量．10Hz の 鉛直風速，気温，水蒸気密度の 各変動量（クリ

マ テ ッ ク社・設計）である．

　集中観測期闖中は，マ ニ ュ アル 観測 項 目として，棒 伏温 度計 と放射温 度

計を用い た地温
・水温

・地表面温度の 観1貝llを，日中約 1 時間矧 こ気象局周

囲の 6ヶ所に おい て 循 た．また，1 日に 1 回植生高の 測定と水深の 測定

を行い，約 2週間に 1度の 頻 度で土壌水分観測を行っ た．

顱
　 顕熱フラ ンクス と潜熱フラ ンクス は ，気温と水蒸気密度変動データか ら渦

相闘 舞；より1時間平均値として算出 した 、フラックス は 3高度〔3m，10m ，

30m）で得た、また，マ ニ ュ ア ル 観 測の データか ら，水体の 貯熱量 （水田 の

み の 場合）と地中熱流量を算出した，熱伝導率 の算 出に 際して は，Sellers

etal ．（1996）を参照した．

　一方，糊 nd 　Profiler　Radar の エ コー強 度と鉛 直風 速の 変動量か ら，集 中

観測期 間中の 大気境界層構造を把握した、

4 結 および　，、

1．地表面状態と熱収 支インバ ランス の関係

　 観測期間中，観測 地周 辺 の 地表面状態 は小 麦 → 裸地 → 水 田 へ と変化し

た．そ こで 先ず，地表面状態と熱収支イン バ ラン ス との 閧係 を調 べ た．そ

の 結果，水田 が存在する （水体貯熱量を評価する必 要が ある）期間 にお い

て 熱収支インバ ランス が大きくなる傾向にあっ た．原因 の 一つ として ，水

体貯熱量を評価する上 で 数地点で の 水温の 測定で は不 完全で あり，水体

貯熱量の 空間的代表性を十分に 満た して い なか っ た ことが考え られる．

2．卓越風向 と熱 収支 インバ ランス の 閲 系

　 主風向で ある 東一南の 風 向を抽 出 し，得 られた データを東風 E），南東

風 SE），南風 S）の 3つ に 場合分け した．その 結果，　S，　SE，　E の順に熱収支

インバ ランス は小さくなっ た （図 1＞，すなわち，風 向毎の フェ ッチ （吹送距

離）の 差異，つ まりflux｛footprint　area 内の 地表面状態の 差異力く熱収支イン

バ ランス に影響を及ぼして いると考えられる，ちなみ に．E，＄∈，　S の 順に

一
様地表 面として の フェ ッ チは 長か っ た，

3，大気境界層構造と熱収支インバ ランス の 関係

　Wtnd　Profiler　Fladarに よるエ コ
ー
強度と鉛直風速の 変動量か ら，大気境

界層の 上 端を明瞭に 把握で きる日 ，断続的で はあるが 上端を把握で きる

日，明瞭に 把握で きない 日，の 3 つ に 場合分け した．そ の 結果，大気境界

層の 上 端が 明瞭に 把握で きる場合に，熱 収支イン バ ラン ス が 小さくなる傾

向にあっ た．これ は、大気境界層上部（混合層上 部）の 構造が，接地境界

層内で 測定された熱収支イン バラン ス に 影響を及ぼ して い るこ とを示唆し

てい る．

今後 は，大 気境界層 内 に 組織化された 対流構造が存在す る場合に ，熱

収支イン バランス がどの ように 変化 する かを定量 的 に把握し，LES を用い

て得られた先行研究との 比較検証を行っ て いく予定である．
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図 1 有効エ ネル ギー〔Rr 吁 △S）と乱 流」 ネル ギーの 称 彫 E）の 閏係 ：3m 部

　　 ●E ：東 風が卓越 してい る場合 △ SE ；南東風が卓越して い る場合

　　　　　　　　　 十S ：南風 が 卓越している場合
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